
　
17
～
19
世
紀
の
2
世
紀
以
上
の
間
、
日
本

で
は
キ
リ
ス
ト
教
禁
教
政
策
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
長
崎
と
熊
本
県
天
草

地
方
で
は
日
本
の
伝
統
的
宗
教
や
一
般
社
会

と
共
生
し
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を

続
け
た
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
ま
し
た
。

　
こ
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
独
特
の
文
化
的
伝

統
の
継
承
を
証
明
す
る
も
の
と
し
て
、
平
成

30
年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。

登
録
５
周
年 

長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産

長
崎
の
歴
史
と
結
び
つ
い
た
世
界
遺
産

長
崎
と
天
草
地
方
の

長
崎
と
天
草
地
方
の

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産

1212
の
構
成
資
産
で

の
構
成
資
産
で

語
ら
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー

語
ら
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー

　
こ
の
世
界
文
化
遺
産
は
、
長
崎
と
天
草
地

方
の
８
市
町
に
点
在
す
る
12
の
構
成
資
産
か

ら
な
り
ま
す
。
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
ど
の
よ

う
に
信
仰
を
続
け
た
の
か
、
キ
リ
ス
ト
教
が

解
禁
後
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の

か
と
い
う
「
潜
伏
の
き
っ
か
け
～
潜
伏
の
終

焉え
ん
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

　
そ
の
中
で
、
市
内
に
は
３
つ
の
構
成
資
産

が
あ
り
、
今
回
は
そ
の
資
産
を
ご
紹
介
。

　
登
録
５
周
年
の
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
訪
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

１
６
３
７
年

　
島
原
・
天
草
一
揆
が
起
こ
る

　
幕
府
が
鎖
国
を
確
立
。

　

宣
教
師
が
居
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、

残
さ
れ
た
信
徒
は
独
自
の
方
法
で
信
仰

を
続
け
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン  

年
表
年
表

１
６
４
４
年

　
国
内
最
後
の
宣
教
師
が
殉
職

　
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
密
か
に
信
仰
を
続

け
る
た
め
、
独
自
の
信
仰
を
模
索
。

　
日
本
の
伝
統
的
宗
教
な
ど
と
共
生
し

な
が
ら
、
密
か
に
信
仰
を
続
け
、
地
域

に
よ
っ
て
多
様
な
信
仰
形
態
が
生
ま
れ

た
。

平
戸
の
聖
地
と
集
落 

・
春
日
集
落
と
安
満
岳

・
中
江
ノ
島

天
草
の
﨑
津
集
落

外
海
の
出
津
集
落

外
海
の
大
野
集
落

１
６
１
４
年

　
全
国
に
禁
教
令

原
城
跡 構

成
資
産

構
成
資
産

出
来
事

出
来
事

（
南
島
原
市
）

（
平
戸
市
）

（
天
草
市
）

（
長
崎
市
）

（
長
崎
市
）
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聖
画
像
を
密
か
に
拝
ん
で
信
仰
を
続
け
た

聖
画
像
を
密
か
に
拝
ん
で
信
仰
を
続
け
た

～
外
海
の
出
津
集
落
～

～
外
海
の
出
津
集
落
～

  

長
崎
市
の
外
海
地
域
に
あ
る
出
津
集
落
。

　
こ
の
集
落
は
構
成
資
産
の
中
で
、
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
が
信
仰
を
続
け
な
が
ら
暮
ら
し
た

集
落
の
１
つ
で
す
。

　
禁
教
期
に
は
、
表
向
き
は
仏
教
寺
院
に
属

し
な
が
ら
、
宣
教
師
に
代
わ
る
指
導
者
を
お

い
て
組
織
的
に
信
仰
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
オ
ラ
シ
ョ
」
と
呼
ば
れ
る
祈
り
の
言
葉

を
口
承
で
伝
え
た
り
、
聖
母
マ
リ
ア
を
か
た

ど
っ
た
青
銅
製
の
大
型
メ
ダ
ル
「
無
原
罪
の

プ
ラ
ケ
ッ
ト
」
や
禁
教
期
初
期
に
描
か
れ
た

聖
画
像
な
ど
を
密
か
に
拝
ん
だ
り
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
信
仰
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
信
仰
対
象
と

し
て
拝
ん
で
い
た
中
に
は
「
イ
ナ
ッ
シ
ョ
さ

ま
」
と
い
う
銅
製
の
仙
人
像
を
キ
リ
ス
ト
教

の
イ
エ
ズ
ス
会
創
始
者
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・

ロ
ヨ
ラ
に
見
立
て
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

（
左
写
真
）

18001900
１
７
０
０
年
代
後
期
～

　
離
島
へ
の
開
拓
移
住

　
外
海
地
区
の
人
口
が
増
加
し
、
五
島

列
島
な
ど
へ
開
拓
移
住
が
行
わ
れ
る
。

開
拓
移
住
者
の
中
に
は
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。

　
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
移
住
先
の
住

民
や
社
会
、
宗
教
と
共
存
で
き
る
か
考

え
て
移
住
先
を
選
び
、
密
か
に
信
仰
を

続
け
る
。

１
８
５
４
年

日
本
が
開
国
さ
れ

長
崎
に
宣
教
師
た
ち
が
訪
れ
る

　
居
留
地
の
外
国
人
の
た
め
に
「
大
浦

天
主
堂
」
を
建
設
。

１
８
６
５
年

　
信
徒
発
見

　
密
か
に
信
仰
を
続
け
て
き
た
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
の
一
人
が
大
浦
天
主
堂
の
宣

教
師
に
信
仰
を
告
白
し
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
に
転
機
が

訪
れ
る
。

１
８
７
３
年

　
キ
リ
ス
ト
教
が
解
禁

　
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
禁
教
期
の
信

仰
形
態
を
続
け
る
者
、
カ
ト
リ
ッ
ク
へ

復
帰
す
る
者
、
神
道
や
仏
教
な
ど
に
改

宗
す
る
者
に
分
か
れ
た
。

大
浦
天
主
堂

シ
タ
ン
）
と
に
分
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
１
８
８
２
年
に
は
、
ド
・
ロ
神

父
が
集
落
の
中
心
部
に
出
津
教
会
堂
を
建
て

ま
し
た
。
こ
の
教
会
堂
は
、
出
津
集
落
に
お

け
る
「
潜
伏
」
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
象
徴
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
教
会
堂
は
二
度
の
増

改
築
を
経
て
、
現
在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。

　
集
落
内
に
は
長
崎
市
外
海
歴
史
民
俗
資
料

館
が
あ
り
、
外
海
地
区
の
キ
リ
ス
ト
教
や
集

落
に
関
す
る
資
料
、「
イ
ナ
ッ
シ
ョ
さ
ま
」

な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
禁
教
期
に
集
落
を
管
轄
し
た
代
官

所
の
跡
地
に
ド
・
ロ
神
父
が
創
設
し
た
旧
出

津
救
助
院
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
の
「
潜
伏
」
が
終
焉
に
向
か
う
移
行
期

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。

（
長
崎
市
）

黒
島
の
集
落

野
崎
島
の
集
落

頭
ヶ
島
の
集
落

久
賀
島
の
集
落

奈
留
島
の
江
上
集
落

（
佐
世
保
市
）

（
小
値
賀
町
）

（
新
上
五
島
町
）

（
五
島
市
）

（
五
島
市
）

　
禁
教
が
解
か
れ
た
後
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
復
帰
す
る
者
と
、
禁
教

期
の
信
仰
形
態
を
継
続
す
る
者
（
隠
れ
キ
リ 長崎市外海歴史民俗資料館所蔵
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密
か
に
信
仰
対
象
を
神
社
に
ま
つ
っ
た

密
か
に
信
仰
対
象
を
神
社
に
ま
つ
っ
た

～
外
海
の
大
野
集
落
～

～
外
海
の
大
野
集
落
～

  

外
海
地
域
に
は
も
う
一
カ
所
、
キ
リ
シ
タ

ン
が
信
仰
を
続
け
た
構
成
資
産
、
大
野
集
落

が
あ
り
ま
す
。

　
大
野
集
落
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
集
落

内
の
３
つ
の
神
社
で
あ
る
大
野
神
社
、
門か
ど
神

社
、
辻
神
社
の
氏
子
と
し
て
振
る
舞
い
ま
し

た
。
集
落
の
門
神
社
と
辻
神
社
に
密
か
に
信

仰
対
象
を
ま
つ
り
、
オ
ラ
シ
ョ
を
唱
え
る
な

ど
、
元
か
ら
あ
っ
た
宗
教
と
自
ら
の
信
仰
の

場
所
を
共
有
す
る
信
仰
形
態
を
と
り
ま
し

た
。

　
門
神
社
で
は
元
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
神
様
が

ま
つ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
の
信
仰
対
象
を
密
か
に
重
ね
、
ま
つ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
辻
神
社

© 日暮雄一

で
も
自
然
信
仰
に
も
と
づ
く
山
の
神
様
に

信
仰
対
象
を
重
ね
、
密
か
に
信
仰
し
て
い

ま
し
た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
の
解
禁
後
、
大
野
集
落
の
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
出
津
教
会
堂
へ
通
っ
て
い

ま
し
た
が
、
１
８
９
３
年
に
ド
・
ロ
神
父
に

よ
っ
て
集
落
の
中
心
に
大
野
教
会
堂
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
教
会
堂
は
、
赤
土
に
石
灰
を
混
ぜ
た

目
地
材
と
周
辺
で
と
れ
る
玄
武
岩
を
用
い
た

「
ド
・
ロ
壁
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
壁
で
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

※
教
会
堂
内
は
立
ち
入
り
禁
止
で
す
。

信仰の強さを伝え続ける ~ 大野教会 教会守 ~

　大野教会の教会守を務める大串さんは、
大野集落に近い赤首町の出身。小さい頃か
ら出津教会や大野教会に通い、ミサに参加
してきました。現在は大野教会の教会守に
なり、教会の管理や訪れた人に教会の説明
などを行っています。
　大串さんは、「一人でも多くのかたに大野
教会を訪れてほしい」と話します。世界遺
産に登録されたときは、世界の人に大野集
落のことや大野教会のことを知ってもらう
きっかけになると喜んだそう。
　訪れた人に説明をする中で、一番伝えた
いのは、この地域の先祖が迫害という悲し
い歴史を乗りこえ、どのように信仰を守っ
てきたのかということ。その先祖の意志の
強さを感じてほしいと話します。
　教会の中には入ることはできませんが、
素朴ながらも力強く建っているさまは外観
から十分に見てとれます。

　ド・ロ神父が信徒たちと協力して造った、
台風にも強い実用的で丈夫な大野教会。
　大串さんにとって大野教会は「心のより
どころ」。これからも教会を守り、訪れた人
に歴史や信仰について語り継いでいきたい
と話していました。

大野教会 教会守　大串 明さん
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南
山
手
町
に
あ
る
大
浦
天
主
堂
は
、
潜

伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
「
潜
伏
」
が
終
わ
っ
た
こ

と
を
示
す
構
成
資
産
で
す
。

　
日
本
の
開
国
に
伴
い
、
居
留
地
の
外
国
人

の
た
め
に
宣
教
師
が
建
て
た
大
浦
天
主
堂
。

　
建
立
直
前
の
１
８
６
２
年
に
、
長
崎
で
殉

教
し
た
日
本
二
十
六
聖
人
に
さ
さ
げ
ら
れ
た

教
会
で
あ
り
、殉
教
地(

現
在
の
西
坂
公
園)

の
方
角
を
向
い
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
天
主
堂
完
成
直
後
の
１
８
６
５
年
に
は
、

長
崎
近
郊
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
密
か
に
大

浦
天
主
堂
を
訪
れ
、
宣
教
師
に
信
仰
を
告

白
。
約
２
世
紀
を
経
て
、
信
徒
と
宣
教
師
が

出
会
っ
た
こ
の
出
来
事
は
「
信
徒
発
見
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
信
徒
が
い
た
こ
と
を
発
見
し
た
プ

テ
ィ
ジ
ャ
ン
神
父
は
喜
び
、
フ
ラ
ン
ス
と

ロ
ー
マ
に
報
告
し
た
そ
う
で
す
。

　
た
だ
、
こ
の
出
来
事
は
ま
だ
日
本
で
キ
リ

ス
ト
教
が
禁
教
だ
っ
た
頃
に
起
こ
っ
た
た

め
、
当
時
信
仰
を
表
明
し
た
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
に
は
厳
し
い
弾
圧
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
諸
外
国
の
抗
議
を
受
け
、
明
治

政
府
が
禁
教
令
を
解
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
キ

リ
ス
ト
教
の
禁
教
が
終
わ
り
ま
す
。

　
二
度
の
増
築
の
末
、
も
と
は
木
造
だ
っ
た

も
の
が
煉
瓦
造
り
に
な
っ
て
現
在
の
天
主
堂

に
な
り
ま
し
た
。
内
部
の
主
要
部
に
は
建
立

当
初
の
面
影
も
残
さ
れ
て
い
て
、
現
存
す
る

日
本
最
古
の
教
会
建
築
と
し
て
国
宝
に
も
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
信
仰
を
告
白
し
た

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
信
仰
を
告
白
し
た

～
大
浦
天
主
堂
～

～
大
浦
天
主
堂
～

教会巡りはマナーを守って
教会は「聖なる建物」で、信徒のかたの大切な祈りの場。そして「神の家」でもあります。
教会を訪れる際はマナーをしっかり守りましょう。

●堂内では帽子を脱ぐ　　　　　　　　　　　●堂内外では静かに見学する
●堂内では飲食、喫煙をしない　　　　　　　●堂内で撮影をしない
●酒気帯びで堂内に入らない
●柵内や内陣（祭壇域）、2 階などには入らない
●堂内にある物（聖書などの私物）には触らない
今回ご紹介した出津教会堂・大野教会堂の見学は、事前に連絡が必要です。

長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産
インフォメーションセンター

☎ 823-7650( 午前 9 時 30 分～午後 5 時 30 分 )
住所：出島町 1-1-205( 出島ワーフ 2 階 )

構成資産の
パンフレットも
もらえます！
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